
　令和７年度　３月２５日　　  　１５号　　（在校生最終号） 

 

　　生徒も　 保護者も　 教職員も   挑戦！  

　　　　　　～　イノベーションを起こせ大作戦   未来への第一歩　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南中生の10年後の活躍を思い描いて

 

 

     　　　  進級おめでとう  

 

　４月になると、１年生、２年生がそれぞれ進級し、新入生を迎えます。ぜひ短い春休み

ですが、この間にこれから迎える１年間を見通してください。見通すことで、目標を明確

 にすることができ、充実した時間を過ごせます。

 

　まずは１年生。４月には後輩ができます。７月には部活動の部長に、９月には生徒会長、

１０月には委員会の委員長、３月には修学旅行に出かけます。あっという間に１年間が過

ぎ去ります。３年生が近付くので、だんだん卒業後の進路についても考えなければなりま

せん。慌てず充実した日々を過ごせるようにするためにも、明確な目標をつくり、それに

 向かって挑戦をしてください。

 

　次に２年生。令和９年３月１２日に卒業となります。卒業後の進路は自分で決めなけれ

ばなりません。「高校で何をしたいのか」、「将来の夢はなにか」などを考え、自分の進む

べき目標を明確にし、進むべき道を選択してください。また中学校生活もあと１年間です。

 全ての取り組みが最後となります。悔いのない１年間にしてくださいね。

 

　令和７年度、保護者の皆様には南中学校の教育活動にご理解ご協力いただき、心より感

 謝申し上げます。令和８年度もよろしくお願いいたします。

 

 

 　　    英語絵本プロジェクト 

　２月２４日より、３年生が１、２年生に英語で絵本の読み

聞かせを行う授業が始まりました。この取組は今年度からス

 タートした活動です。

　上級生が後輩に英語で読み聞かせをすることで、英語に親

 しみ、楽しさを感じてもらうことをねらいとしています。

　３年生にとっても、自分の学びを生かしながら伝える力を伸ばす貴重な機会になったと

 思います。

 

　　  ４０周年記念イベント『モザイクアート』 

 

　全校生徒で作成したモザイクアートのお披露目が、３

 月９日に行われました。

　来年度、本校は開校４０年を迎えます。４０年という

節目を全校生徒でお祝いしたいという思いから、生徒会

が発案し、このモザイクアートの制作に取り組みました。

一人一人の思いが集まり、南中学校の４０周年をお祝い

する大きな作品が完成しました。生徒たちの心が一つに

 なった、記念に残る取組となりました。



 　　　　  第２回虫フェス     （３月１１日） 

 

　この企画のねらいは、本を読むことを通して「はじける

笑顔」を達成することです。そして図書委員会が企画する

「虫フェス」も今回で第２回となりました。虫フェスとは、

本に興味がある生徒が集まってビブリオバトルを行います。

虫フェスをきっかけに、もっと南中生が本に興味を持ち、

 笑顔が増えてくれればと思います。

 

 

　　　　　　玉村町との連携事業 

 

　12月に行われた子ども議会において、『生徒の声で交通安全

を呼びかけたい』という提案を行ったところ、南中の生徒によ

 る交通安全啓発アナウンスを作成する機会をいただきました。

　そして１８日の放課後、生徒会本部役員を中心に有志の生徒

 も加わり、実際に録音を行いました。

　きっと近いうちに南中生による交通安全の呼び

 かけが、音声として流れる予定です。

 

 

 

 

　　　　　　卒業式   （３月１３日） 

　１，２年生、卒業式の準備と片付け、ありがとうございました。

みなさんがしっかり準備等をしてくれたおかげで、第39回卒業

 式が盛大に行うことができました。

　そして１，２年生が笑顔で温かい雰囲気を作ってくれたので、３年

生にとって、思い出に残る卒業式になったと思います。３年生のこれ

 からの活躍がとても楽しみですね。

 

 

　　　１年生授業参観　（３月１７日）　　２年生学年懇談会   （３月１９日） 

 

　どちらの行事にもたくさんの保護者の方に来校いただき、誠にあ

 りがとうございました。

 

　１年生では、生徒が司会や記録等、自分たちで授業を進める学級

活動の様子を参観していただきました。この１年間での成長を感じ

 ていただけたのではないでしょうか。

 

　また２年生では、つい先週卒業した３年生が学年懇談会に参加し、

受験体験について話してくれました。生徒や保護者の方から「高校

を選んだ理由は？」「ゲーム等から離れる方法は？」「いつごろから

受験勉強に取り組んだのか？」等、質問が出ましたが、その一つ一

 つの質問に丁寧に答えてくれました。

 


